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つ
い
に
古
関
裕
而
さ
ん
に
野
球
殿

堂
入
り
の
栄
冠
が
輝
き
ま
し
た
。

　
市
内
有
志
と
と
も
に「
古
関
裕
而

の
野
球
殿
堂
入
り
を
実
現
す
る
会
」

を
立
ち
上
げ
て
か
ら
、
五
度
目
の
挑

戦
。
年
々
得
票
を
伸
ば
し
て
い
た
も

の
の
、
昨
年
は
、
わ
ず
か
１
票
足
ら

ず
で
殿
堂
入
り
を
逃
し
て
い
た
だ
け

に
、
こ
の
上
な
い
嬉
し
さ
で
す
。

　

古
関
さ
ん
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

マ
ー
チ
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
音
楽
も
得
意

と
し
て
い
ま
す
が
、
特
に
野
球
と
は

関
係
が
深
く
、
学
校
や
会
社
、
球
団
、

大
会
の
歌
や
応
援
歌
を
数
多
く
作
曲

し
て
い
ま
す
。
応
援
歌
な
ど
を
通
じ

て
試
合
を
盛
り
上
げ
、
野
球
が
創
成

期
か
ら
国
民
的
ス
ポ
ー
ツ
へ
と
発
展

す
る
の
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　
特
徴
的
な
の
は
、
大
学
野
球
、
プ

ロ
野
球
、
社
会
人
野
球
、
そ
れ
ぞ
れ

の
有
名
な
ラ
イ
バ
ル
や
名
門
の
曲
を

作
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
早
稲

田
・
慶
応
、
巨
人
・
阪
神
、
Ｅ
Ｎ
Ｅ

Ｏ
Ｓ
の
応
援
歌
は
古
関
さ
ん
作
曲
。

そ
の
応
援
歌
に
よ
っ
て
、
双
方
の
応

援
や
プ
レ
ー
が
熱
く
盛
り
上
が
り
、

そ
の
熱
気
が
球
界
全
体
に
波
及
し
て

い
っ
た
の
で
す
。

　
ま
た
、夏
の
甲
子
園
の
大
会
歌「
栄

冠
は
君
に
耀
く
」は
、
球
児
に
は
甲

子
園
へ
の
夢
を
、
観
衆
に
は
一
層
の

清
々
し
さ
を
与
え
て
、
高
校
野
球
の

魅
力
を
大
い
に
高
め
て
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
中
止
後
の
翌
年
の
大

福
島
市
長
　
木こ

幡は
た

　
浩ひ

ろ
し

第
55
回

「
野
球
殿
堂
入
り
の
栄
冠
」
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会
で
、
朝
ド
ラ
・
エ
ー
ル
の
一
シ
ー

ン
を
見
る
よ
う
な「
栄
冠
」の
独
唱
の

中
、
選
手
た
ち
が
喜
び
を
胸
に
入
場

し
ま
し
た
。
そ
の
時
の
感
動
を
、
私

は
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
野
球
を
、
そ
し
て
ス
ポ
ー
ツ
を
盛

り
上
げ
る
古
関
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
力
は
、

現
代
も
力
強
く
生
き
て
い
る
の
で
す
。

　
古
関
さ
ん
の
野
球
殿
堂
入
り
は
、

大
震
災
後
も
数
々
の
災
難
を
被
っ
て

き
た
福
島
の
人
た
ち
に
明
る
い
希
望

を
与
え
て
く
れ
る
古
関
さ
ん
か
ら
の

エ
ー
ル
で
す
。

　
古
関
さ
ん
の
応
援
歌
ゆ
か
り
の
記

念
試
合
な
ど
で
、
殿
堂
入
り
の
お
祝

い
を
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
機
に
、

古
関
裕
而
の
ま
ち
づ
く
り（
音
楽
文

化
の
振
興
な
ど
）や
ス
ポ
ー
ツ
の
ま

ち
づ
く
り
に
一
層
励
み
、
福
島
市
の

新
ス
テ
ー
ジ
づ
く
り
を
成
し
遂
げ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
度
は
、
私
た
ち
の「
栄
冠
」を
勝

ち
取
る
番
で
す
。

＊
野
球
殿
堂
は
、
野
球
の
発
展
に
大

き
く
貢
献
し
た
人
の
功
績
を
永
久
に

称
え
顕
彰
す
る
た
め
の
表
彰
。
競
技

者
表
彰
と
特
別
表
彰
が
あ
り
ま
す
。

古
関
さ
ん
は
、
特
別
表
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　このコーナーでは、福島市に立地している
ものづくり企業の知られざる魅力にスポット
をあて、紹介します。
　今回は「野田鉄工㈲」さんです。

　
世
界
に
誇
れ
る
鋳い

も
の物

加
工
技
術
に
磨
き
を
か

け
、未
来
の
た
め
に
日
々

精
進
し
、
時
代
の
風
潮

に
沿
っ
て
、
ど
の
よ
う

な
時
代
で
も
地
域
に
必

要
と
さ
れ
る
企
業
に
な

れ
る
よ
う
心
掛
け
て
い

ま
す
。

　
優
れ
た
加
工
技
術
を

生
か
し
、
鋳
物
加
工
製

品
を
中
心
に
カ
ー
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
や
ハ
ウ
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
多

彩
な
事
業
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　「
鉄
工
と
は
違
う
新
し

い
分
野
に
挑
戦
し
な
さ

い
。」と
の
先
代
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
胸
に
、
今
後

も
未
来
を
切
り
開
く
た

め
に
邁
進
し
ま
す
。

新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
可
能
に
し
、
活
力
を
引
き
出
す
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▲ホームページ
　はこちら

　三代目で現専務の提案のもと「幅
広い世代に愛される、福島の新た
な特産品をつくりたい」と県産食材
を使ったジェラートの製造・販売
に挑戦しています。商品開発は苦
労の連続ですが、今後も社員一丸
となって商品を開発したいです。
　フードロス削減のために、色付
きや形、傷などの理由で出荷でき
なかった市内の果物などを活用し
た「Ｍ

も っ た い
ＯＴＴＡＩ」、県内の酒蔵の酒

粕を使用し、酒粕本来の風味や特
徴を表現した「縁

えにし
」を開発。鉄工所

がジェラートを手掛けることがメ
ディアにも多数取り上げられ、好
評をいただいています。

クローズアップ

▲多彩な事業を展開する
　阿部社長

▲MOTTAI(上)・縁(下)

県産の食材を使用したジェラート開発！
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